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12月完成

青
少
年
金
古
乃
日
記
一
三
」
点

二
ヘ

月
三
十
八

日
午
揖
小
ら
埋
設
工

r現
場
，L
支
部
可
長
A

て

E
じ
め

唱
宍
昔
ニ

γ
入
手
主

ま
っ
て
(円

九叫
わ
れ
ま
「
」
た
3

ニハ
U
L
F
は
す
で

ι
一
千
へ

一
日
一
万
八

τ
円
で
前
毘
造
工
叫
工

主
ζ
3
J
'
日
目
、
d

引
か
u
百
七

J

一

L
主
一
4

4

包一
笠
刀

一一回

一積
三
六

、
ム

μ一

1

2

3

4

5

5

7

8

ヨJ

吉
一
二
十
六
六
平
方

メ
ー
ト

ル

ふ

一

日
も
t
ト
い
芳
明
主
待
ち
望

叶斗，

乃
決
研
コ
ソ
J
y
リ

I
1
、
お
よ

J

ん
で
い

を
す
a

勺
ノ

設州

J
M
F
M常
世
コ
，

こ
凡
に
，
叫

と
F

』
切り

で
向

か
の
述
設

ιは

つ
ム

伝

吾
、
体
匂

て

沼

田
一
室
戸

一Z

控
」
民
主
間
交
と
へ
悔
本
広
治

百

か

守

泊

芸

品

7す
ま

主

民

)

湯

浅

秀

H2ん
か
ら

n

O

T
J
事
的
完
咋
J
何
十
三
円
中
司

マ
孔
ぞ
れ
多
鎮
の
F

}

寄
付
A
H
よ

千

円
一
主
で
す
が
、

tH2こ
ち

せ

ら

れ
て
お
り
ま

t

-

同4
4
4
'
1
4
4
，T9
-
4
F
T

費

目

台

風

に

そ

な

え

工

、

ニ
と
し
ら
芝
に
ー
一
旦
?

ン
が
円
っ
て

そ
乏

d
b
~

「
正

に
よ
る

R
Yzーを
す
，
}
し
さ
も
少

た
く
す
る
に
は
ー広
町
』
J

む
さ
り
を

守
行

-Z
I
よ
-3
2

7
告
患
が
近
づ
く
罰

ー
吐
送
ペ
官
仏

W
T市
を
た
し
か

品
、
吋
弔
今
一
た
て
る
。

内

7
-
LH

戸
電
に
ふ
~
な

L
-

マ
ジ
十

、
岬邑

灯
、
う
う

そ
く
を
弔
岳
ず
る

1
m往
時
場
呪

e
L
U
慣
を
惇
認
す

て

d

勺
2

つ
台
患
が
近
づ
い
た
ら

1
民
一円
‘
外
出
は
見
合
わ
せ
る

2
戸
外
を
諮
告
す
る
2

3
地
話
中
る
入
、
が
け
く
ず
れ

に
注
意
す
る
。

4

J

U

一斑
は
局
防
問
、
宮
官
な
ど

ハ
宅
一
勺
』
叫
に
一
フ
。

5
-一
言
ず
屯
気

力

ス

な
ど
火

の
柏
片れ
を
濯
実
，L

匂
N
H
K
メ
モ

中日



::::::::: (第 123 ) よU・:'~'.'.'.'.'."JIR和43年 9 月 15 日:;::::::;::::::::::::::::;::::;:::::::;;;::::::;広報いまかね( 4 ) ......". 

圏
軽
免
寄
制
度

廃
止
さ
れ
る

道
路
交
通
誌
の
一
叩
司
酢
が
改
正

さ
れ
、
九
月
一
日
か
ら
程
自
動

車
は
普
通
自
動
車
と
な
り
、
軽

免
許
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
八
月
三
十

一
日
ま
で
に
取

得
し
た
転
免
許
の
取
扱
い
ピ
と
、

九
月
一
日
以
挫
の
免
許
試
験
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

へ
軽
免
許
の
語
い

V
八
月
一
ニ

T

一
日
ま
で
に
取
得
し
た
転
免
罰

と
軽
自
動
車
の
仮
免
許
は
、
九

月

一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
菅
通
免

許
ま
た
は
普
通
自
動
車
の
仮
免

許
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

免
許
を
受
け
て
い
る
方
は
、
公

安
吾
ロ
員
会
か
行
平
一
ノ
手
十
行
」
古

格
す
る
ま
で
は
、
現
在
の
軽
自

動
車
し
か
運
転
で
主
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
軽
自
動
車
川
一
外
の

普
通
車
を
車
転
寸
る
と
佐
山任
務

運
転
と
な
り
ま
す
。

な
丘
、
こ
の
事
交
は
、
九
月

一
日
以
捷
と
に
苛
な
わ
れ
ま
す

が
十
八
才
未
摘
の
方
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん。

〈
免
許
詰
験

V
一
円
か
ら
軽
免

許
が
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
夜
在

の
軽
自
動
車
を
運
転
寸
る
場
合

で
も
‘
普
通
免
許
の
試
問
、
を
受

け
、
合
格
し
て
普
通
免
計
担
の

交
付
を
受
叶
な
け
れ
ば
な
り
ま

壮
」
~
。

こ
れ
も
十
↓
ヘ
才
未
満
目
方
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
む

園
田
新
ら
し
く
自
動
車
を

↑取
得
さ
れ
る
方
へ

さ
き
に
町
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
七
月
一
円
以
降
に

新
ら
し
く
自
劃
車
を
取
出
さ
れ

た
方
に
自
動
車
道
得
読
が
か
カ

り
ま
す
c

と
対
車
は
大
型
特
訟
、
小
型
特

珪
自
配
容
の
-eH

カ
小
型
自
動
車

E
C軽
自
齢
u
L
F

ず
に
中
古
車
も
合

λ
、
-
一
位
豆
類
は
除
か
れ
ま
す

コ
納
入
額
は
取
持
棋
の
三
U
D

で

寸

』
例

ι
は

g
z
-
V
一一-b

MFプ
D
E
D
-
-
一

で
主
税
は
草
川内価
格
十
万
円
以

下
bO

E…
償
、
交
換
で
も
通
常
の
取

引
低
格
で
山
高
校
さ
れ
ま
す
。

。
銑
説
方
涯
は
-一申
告
と
同
時
に

現
金
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

つ
減
免
は
依
幹
T
h

自
由
で
足
代

り
に
促
用
の
自
動
車
で
す
c

こ

れ
に
は
減
免
串
話
器
が
必
要
で

す
。
そ
の
他
く
わ
し
い

こ
と
は

ま
庁
か
税
務
出
張
所
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

(
桧
山
草
月
)

圏
狩
獄
は
正
し
く

事
政
は
未
然
に

北
海
道
で
は
、
十
月
一
日
か

ら
狩
抗
前
禁
に
な
り
ま
す
。
符

酬
は
鳥
時
提
諮

E
狩
猟
に
関
す

る
訟
控
に
よ
っ
て
、
狩
猟
者
の

ρ 

資
格
、
狩
野
期
間
、
捕
獲
損
所

猟
具
な
ど
‘

t
b
E
U

し
く
制
限
さ

れ
て
し
γ

ま
す
c
符
鋭
を
希
望
す

る
万
円、
、

一
訟
の
方
々
も
正
L

い
狩
創
刊
の
却
h
u

酬
を
理
解
、
密
猟

な
と
の
違
反
手
、
事
誌
の
お
こ

ら
な
い
4
う
詫
百
M

V

ま
し
ょ
う

ま
た
猟
銃
の
保
管
場
所
、
火

事
の
取
り
扱
い
方
に
も
T
丹
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う-
。
4
の
ほ
か

鳥
獣
保
革
区
や
、
人
家
近
く
の

狩
猟
に
罪
じ
ら
れ
て
い
ま
す
c

狩
組
期
間
は
二
月
十
五
日
ま
で

で
す
が
期
間
聞
は
寸
ベ
て
の
ハ

ン
タ
ー
が
こ
れ
ら
の
を
曹
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

函
古
い
貯
金
通
帳
は

あ
り
ま
せ
ん
か

郵
便
貯
金
は
、
十
年
間
利
用

し
な
い
と
権
利
を
決
な
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

タ

ン
7
-ヤ
書
籍
な
と
に
古
い
通
帳

が

ιり
ま
せ
ん
か
巳
も
つ
い
ち

ど
頭
パ
て
く
だ
さ
い
草
外
た
く

さ
ん
の
利
子
が
つ

い
て
い
ま
す

郵
政
省
で
ほ
十
一
月
主
で
「
元

利
ム
主
の
通
知
一
を
出
し
て
い
ま

す
治
、
通
知
一一刀届
き
ま
し
た
ら

近
く
町
富
山
便
局
で
古
い
通
帳
と

と
も
に
利
子
記
入
の
手
続
を
l

て
く
に
さ
い
。
ヒ

ン
グ
り
す
る

ほ
と
利
子
が
つ
い
て
い
ま
す
。

(町

内
各
郵
便
局
)

薗
公
民
館
だ
よ
り

新
ら
し
い
図
宮
川
た
く
さ
ん
入

り
ま
し
た
c

ご
利
用
く
だ
さ
い

-

画
庁
内
の
電
話
が

一
部

変
更
さ
れ
ま
す

輯
務
時
間
外
の
電
話
は
止
に

お
か
け
く

f
さ
い
a

番
号
①
つ
一

一一

①

10
一
一
こ

こ
の
電
話
は
当
直
事
に
つ
な
が

っ
て
い
古
エ
ヲ
。

園
北
陽
面
会
展
募
集

第
七
回
北
関
酒
会
M
M
」を
刊
月

1

・
3
日
町
公
民
館
で
開
き
ま

す
t
出
品
種
目
白
絵
巴

(
M
m
絵

ホ
彩

飯
盛
)
出
即
刻
z
題
名
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
て

l
E
王

忽
ま
で
搬
入
く
だ
さ
し
巳
誕
絡

は
公
民
館
北
陽
面
会
事
務
問
へ

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

(
八
月
分
)

@
出
生
4
名

問
一
蔵
千
日
[
(
八

官
と
杉
山
健
市
、
福
士
晶
子
戸

今
生
)
和
田
空
安
(
豊
田
」

防
嘩
士
「
航
空
生
川

τ4
1草田

9

t

J

受
付

擢
本
自
転
一宮

FF
弘一

幻
〉
弓
、

常し
r

恥
航

、
ト

「
Jt
平ザペ一
0
4

一/一

伝
釘
一一ィ，

JK

9
月
婦

r噂
畢
GEν

一
等
陸
、
海
、
空
士
お
才
宋
14R

里
子
常
時
受
付

年
自
置
官

(
技
桁
系
)
日
U
a
t

げ
才
一
木
酌

9
J
H
月

④
婚
姻
4
組

問
中
政
春
日
日

琵
安
子
、
加
藤
4

正

U
E
岸
章
子

(
枠
丘
)
増
田
裕
孝
日
木
村
品
川

干
(
八
束
」
一
立
寸
嵐
一位男
E
桧

谷
邦
子
(
ム
Z
EJ

市
死
亡
7
名

hrh
F

y

士出、

足
和
大
辺
市
、
択
h
h
ソ
刊
(

今
金
)

i

小
抗
邦
平
日
ヤ
山
(
八
如
、

伊
盛
京
太
郎
川
町
、
M
m
山
事
臥
配

(
中
里
)
恥
品
長
一
一

-η(日
進
」

画

人

物

往

来

(
八
月
分
」

I

R
V
雨
舵
開
発
荘
辺
司
阿
部

事
軒
主
汀
合
せ
の
た
め

8
日
U

間
税
町
長
一
行
史
時

9
日
u
核
問
担
民
税
紅
茶
併
レ
円

柑
一
同
ー
の
た
め

同
E
H
函
館
宮
工科
馬
長
、
円
得

隊
二
八
連
隊

LE伊
原

幻
M
H
育
問
民
音
主
隊
二
下
人

演
奏
の
た

時

計
回
れ
よ
]
冠
町
議
視
察
の
た
の

白
日

栓

川
主
口
J

告
宅
瓦
主
、

産
事
詩
rr
作
況
視
察


